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※  平成２９年度から、文部科学省の結果提供（平均正答率）は、本市と三重県は整数値、全国は小数値となっています。 

※ 令和元年度より、A問題（知識）と B問題（活用）の区分が見直され、一体的に構成されています。 

※ 数値は平均正答率。 

小学校 
国語 算数 

理科 
Ａ(知識) Ｂ(活用) Ａ(知識) Ｂ(活用) 

平成２９年度 

本市 75 59 78 45 

 三重県 74 57 77 45 

全国（公立） 74.8 57.5 78.6 45.9 

平成３０年度 

本市 71 55 65 51 60 

三重県 70 54 63 50 59 

全国（公立） 70.7 54.7 63.5 51.5 60.3 

令和元年度 

本市 63 66 65 51 

 三重県 64 67 63 50 

全国（公立） 63.8 66.6 63.5 51.5 

令和３年度 

本市 65 70 

 三重県 64 69 

全国（公立） 64.7 70.2 

令和４年度 

本市 66 63 65 

三重県 65 62 63 

全国（公立） 65.6 63.2 63.3 

 

中学校 
国語 数学 

理科 英語 
Ａ(知識) Ｂ(活用) Ａ(知識) Ｂ(活用) 

平成２９年度 

本市 78 72 68 49 

  三重県 77 71 65 47 

全国（公立） 77.4 72.2 64.6 48.1 

平成３０年度 

本市 76 61 68 47 67 

 三重県 75 60 67 46 66 

全国（公立） 76.1 61.2 66.1 46.9 66.1 

令和元年度 

本市 73 61 68 47 

 

58 

三重県 72 60 67 46 56 

全国（公立） 72.8 59.8 66.1 46.9 56.0 

令和３年度 

本市 65 59 

  三重県 63 58 

全国（公立） 64.6 57.2 

令和４年度 

本市 69 52 49 

 三重県 68 52 48 

全国（公立） 69.0 51.4 49.3 

１ 全国学力・学習状況調査結果の５年間の推移（Ｈ２９～） 
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○ 各教科別調査結果から（全国の平均正答数を１００としたときの本市結果の経年変化） 

 

 

 

 

 

 

○ 無解答率の経年変化（各教科の無解答率の平均） 

 

 

 

 

 

 

＜小学校＞ 

・ 国語は、県平均以上、全国平均と同等という結果でした。「文章に対する感想や意見

を伝え合い、自分の文章のよいところを見つける」力に課題が見られました。 

・ 算数は、県平均以上、全国平均と同等という結果でした。「割合・比例等、伴って変

わる２つの数量の関係について理解すること」に課題が見られました。 

・ 理科は、県平均以上、全国平均を上回る結果でした。「実験器具についての理解」が

良い結果でした。「水が水蒸気になり空気中に含まれていることの理解」に課題が見ら

れました。 

＜中学校＞ 

・ 国語は、県平均以上、全国平均と同等の結果でした。「場面の展開や登場人物の心情

の変化などについて描写を基に捉えること」について課題が見られました。 

・ 数学は、県平均と同等、全国平均を上回る結果でした。「文字を用いた式を具体的な

場面で活用すること」に課題が見られました。 

・ 理科は、県平均以上、全国平均と同等という結果でした。「水素の利用を科学的に探

究すること」に課題が見られました。 

以上の結果から、本市の子どもたちは、小中学校において、全国と同等あるいはそれ以

上の各教科の学力を身に付けているということが分かります。 

小学校 中学校 

小学校 中学校 
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国語  

 
  

 

（横軸：正答数（問） 縦軸：割合（％）） 
 

 

 

 

        

 
 

 
 

 

 

 

 

 算数四日市査結果概況    ［国語Ｂ：主として活用］                         
市教育委員会－児童 

  

 
 

 

（横軸：正答数（問） 縦軸：割合（％）） 

     

 

 

 

 

 

 

   理科 

 

 
 

（横軸：正答数（問） 縦軸：割合（％）） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

9.0 / 14

8.8 / 14

9.0 / 14

三重県（公立） 13,650 63 9.0 2.8

全国（公立） 903,157 64.6 9.0 2.8

四日市市教育委員会 2,290 65 9.0 2.8

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

9.2 / 14

9.0 / 14

9.2 / 14

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

四日市市教育委員会 2,483 66 10.0 3.2

全国（公立） 965,308 65.6 10.0 3.3

三重県（公立） 14,256 65 10.0 3.2

２ 教科別 正答数分布グラフ （小学校） 

10.2 / 16

10.0 / 16

10.1 / 16

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

四日市市教育委員会 2,485 63 11.0 3.6

全国（公立） 965,431 63.2 11.0 3.6

三重県（公立） 14,268 62 10.0 3.5

四日市市（公立） 

四日市市（公立） 

四日市市（公立） 



 

5 
 

 

 

 

 

国語 

 

 
 

（横軸：正答数（問） 縦軸：割合（％）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学 

 

 

 
（横軸：正答数（問） 縦軸：割合（％）） 

 
 

 

 

 

 

 

 

理科 

 

 

 
（横軸：正答数（問） 縦軸：割合（％）） 

 
 

 

 

 

 

 

２ 教科別 正答数分布グラフ （中学校） 

7.3 / 14

7.3 / 14

7.2 / 14

三重県（公立） 13,606 52 8.0 3.5

全国（公立） 891,913 51.4 7.0 3.6

四日市市教育委員会 2,239 52 8.0 3.5

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

9.6 / 14

9.6 / 14

9.7 / 14

三重県（公立） 13,609 68 10.0 2.9

全国（公立） 891,820 69.0 10.0 2.9

四日市市教育委員会 2,236 69 10.0 2.9

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

10.3 / 21

10.1 / 21

10.4 / 21

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

四日市市教育委員会 2,242 49

三重県（公立） 13,656 48 10.0 4.1

全国（公立） 892,585 49.3 10.0 4.1

10.0 4.1

四日市市（公立） 

四日市市（公立） 

四日市市（公立） 
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【 小 学 校  国 語 】 

（１） 学習指導要領の領域別・問題形式ごとの平均正答率 （単位 ％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 本市の解答状況 【小学校 国語】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
※ ２ポイント以上の差がみられた問題について記載しています。 

◎ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上高い   ○ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上高い 

▽ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上低い   ▼ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上低い 

３ 校種・教科別 調査結果概要（小学校） 

言
葉
の
特
徴
や
使
い

　
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方

　
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化

　
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・

　
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１一 ▽

１四 ▽

２一
（１） ▽

２三 ▽

３一 ▼

３三ア ○

３三イ ○

３三ウ ○

３四 ○

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

（一）から（二）に書き直した際，気を付けた内容として適
切なものを選択する

【文章２】の中の―――部アを，漢字を使って書き直す（ろ
くが）

【文章２】の中の―――部イを，漢字を使って書き直す（は
んせい）

【文章２】の中の―――部ウを，漢字を使って書き直す（し
たしむ）

【山村さんの文章】の　　    　　に入る内容として適切な
ものを選択する

【文章２】の　　　　　　の部分を，どのようなことに気を
付けて書いたのか，適切なものを選択する

学年別漢字配当表に示されている漢
字を文の中で正しく使う

漢字や仮名の大きさ，配列に注意し
て書く

互いの立場や意図を明確にしながら
計画的に話し合い，自分の考えをま
とめる

登場人物の行動や気持ちなどについ
て，叙述を基に捉える

表現の効果を考える

文章全体の構成や書き表し方などに
着目して，文や文章を整える

四
日
市
市
の
状
況

領域等 問題形式

「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選んで，
でどのように話すかを書く

「ぼく」の気持ちの説明として適切なものを選択する

【話し合いの様子の一部】における谷原さんの発言の理由と
して適切なものを選択する

話し言葉と書き言葉との違いを理解
する

問
題
数

四日市市 全国

言葉の特徴や使
い方に関する事
項

5 71.0 69.0

情報の扱い方に
関する事項 - - -

我が国の言語文
化に関する事項 1 82.7 77.9

話すこと・聞くこ
と 2 64.2 66.2

書くこと 2 44.9 48.5

読むこと 4 65.8 66.6

全体 14 66 65.6

領域等
国語

問
題
数

四日市市 全国

選択式 8 71.1 71.8

短答式 3 67.1 63.6

記述式 3 49.6 51.3

全体 14 66 65.6

問題形式
国語
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【 小 学 校  算 数 】 

（１） 学習指導要領の領域別・問題形式ごとの平均正答率 （単位 ％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 本市の解答状況 【小学校 算数】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
※ ２ポイント以上の差がみられた問題について記載しています。 

 
 
 
 

◎ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上高い   ○ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上高い 

▽ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上低い   ▼ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上低い 

 

※ 一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは

一致しない場合があります。 

数
と
計
算

図
形

測
定

変
化
と
関
係

デ
ー

タ
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１（２） ○

１（３） ▽

２（１） ◎

２（３） ▽

示された場面を解釈し，除法で求め
ることができる理由を記述できる

百分率で表された割合を分数で表す
ことができる

示された場面のように，数量が変
わっても割合は変わらないことを理
解している

果汁が２５％含まれている飲み物の量を基にしたときの，果
汁の量の割合を分数で表す

果汁が含まれている飲み物の量を半分にしたときの，果汁の
割合について正しいものを選ぶ

１４と２１の最小公倍数を求める
二つの数の最小公倍数を求めること
ができる

カップケーキ７個分の値段を，１４７０÷３で求めることが
できるわけを書く

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

四
日
市
市
の
状
況

領域等 問題形式

問
題
数

四日市市 全国

数と計算 6 70.2 69.8

図形 4 64.5 64.0

測定 - - -

変化と関係 4 51.7 51.3

データの活用 3 68.7 68.7

全体 17 63 63.2

領域等
算数

問
題
数

四日市市 全国

選択式 6 51.8 51.8

短答式 6 77.8 76.5

記述式 4 59.5 60.2

全体 16 63 63.2

問題形式
算数
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【 小 学 校  理 科 】 

（１） 学習指導要領の領域別・問題形式ごとの平均正答率 （単位 ％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 本市の解答状況 【小学校 理科】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ ２ポイント以上の差がみられた問題について記載しています。 

 
 
 
 
 
 

◎ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上高い   ○ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上高い 

▽ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上低い   ▼ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上低い 

 

※ 一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは

一致しない場合があります。 

「

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を

柱
と
し
た
領
域

「

粒
子
」

を
柱
と
し
た
領
域

「

生
命
」

を
柱
と
し
た
領
域

「

地
球
」

を
柱
と
し
た
領
域

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１（３） ○

２（１） ◎

２（２） ○

４（４） ▽

メスシリンダーの正しい扱い方を身
に付けている

水は水蒸気になって空気中に含まれ
ていることを理解している

鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は，何が変化したものかを
書く

水５０ｍＬをはかり取る際に，メスシリンダーに入れた水の
量を正しく読み取り，さらにスポイトで加える水の量を選ぶ

一定量の液体の体積を適切にはかり取る器具の名称を書く
メスシリンダーという器具を理解し
ている

昆虫の体のつくりの特徴を基に，ナナホシテントウが昆虫で
あるかどうかを説明するための視点を選ぶ

昆虫の体のつくりを理解している

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

四
日
市
市
の
状
況

領域等 問題形式

問
題
数

四日市市 全国

「エネルギー」を
柱とする領域 4 52.0 51.6

「粒子」を柱とす
る領域 5 63.2 60.4

「生命」を柱とす
る領域 5 75.8 75.0

「地球」を柱とす
る領域 5 64.6 64.6

全体 19 65 63.3

領域等
理科

問
題
数

四日市市 全国

選択式 11 67.9 66.8

短答式 3 69.1 66.2

記述式 3 48.2 47.3

全体 17 65 63.3

問題形式
理科
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【 中 学 校  国 語 】 

（１） 学習指導要領の領域別・問題形式ごとの平均正答率 （単位 ％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 本市の解答状況 【中学校 国語】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ ２ポイント以上の差がみられた問題について記載しています。 

 

 

◎ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上高い   ○ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上高い 

▽ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上低い   ▼ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上低い 

 

３ 校種・教科別 調査結果概要（中学校） 

※ 一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは

一致しない場合があります。 

言
葉
の
特
徴
や
使
い

　
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方

　
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化

　
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・

　
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

選
択
式

短
答
式

記
述
式

３一 ▽

３三 ▽

３四 ○

表現の技法について理解する

場面の展開や登場人物の心情の変化
などについて，描写を基に捉える

場面と場面，場面と描写などを結び
付けて，内容を解釈する

話の展開に沿って「おれ」の行動や心情を並べ替える

「おれ」は何を「なるほど」と思ったのかについて，話の展
開を取り上げて書く

「陽炎みたいに揺らめきながら」に使われている表現の技法
の名称を書き，同じ表現の技法が使われているものを選択す
る

問題形式

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

四
日
市
市
の
状
況

領域等

問
題
数

四日市市 全国

言葉の特徴や使
い方に関する事項 6 71.8 72.2

情報の扱い方に
関する事項 1 45.6 46.5

我が国の言語文
化に関する事項 3 70.8 70.2

話すこと・聞くこと 3 63.7 63.9

書くこと 1 45.6 46.5

読むこと 2 68.1 67.9

全体 16 69 69.0

領域等
国語

問
題
数

四日市市 全国

選択式 6 73.6 73.7

短答式 5 69.6 70.3

記述式 3 58.2 57.4

全体 14 69 69.0

問題形式
国語



10 
 

【 中 学 校  数 学 】 

（１） 学習指導要領の領域別・問題形式ごとの平均正答率 （単位 ％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 本市の解答状況 【中学校 数学】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ ２ポイント以上の差がみられた問題について記載しています。 

 
 
 
 
 
 

◎ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上高い   ○ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上高い 

▽ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上低い   ▼ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上低い 

 

数
と
式

図
形

関
数

デ
ー

タ
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ ◎

６（３） ▽

７（２） ○

８（１） ○

８（２） ○

９（１） ○

与えられたグラフにおいて，点Ｅの座標を書く

目標の３００ｋｇを達成するまでの日数を求める方法を説明
する

結論が成り立つための前提を考え，
新たな事柄を見いだし，説明するこ
とができる

箱ひげ図から分布の特徴を読み取る
ことができる

与えられた表やグラフから，必要な
情報を適切に読み取ることができる

事象を数学的に解釈し，問題解決の
方法を数学的に説明することができ
る

ある偶数との和が４の倍数になる数について，予想した事柄
を表現する

箱ひげ図の箱が示す区間に含まれているデータの個数と散ら
ばりの程度について，正しく述べたものを選ぶ

証明で用いられている三角形の合同条件を書く
証明の根拠として用いられている三
角形の合同条件を理解している

問題形式

４２を素因数分解する
自然数を素数の積で表すことができ
る

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

四
日
市
市
の
状
況

領域等

問
題
数

四日市市 全国

数と式 5 58.1 57.4

図形 3 44.3 43.6

関数 3 45.3 43.6

データの活用 3 58.4 57.1

全体 14 52 51.4

領域等
数学

問
題
数

四日市市 全国

選択式 4 52.5 52.6

短答式 5 68.0 65.7

記述式 5 37.0 36.2

全体 14 52 51.4

問題形式
数学
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【 中 学 校  理 科 】 

（１） 学習指導要領の領域別・問題形式ごとの平均正答率 （単位 ％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 本市の解答状況 【中学校 理科】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ ２ポイント以上の差がみられた問題について記載しています。 

 
 
 
 
 

◎ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上高い   ○ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上高い 

▽ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上低い   ▼ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上低い 

 

※ 一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは

一致しない場合があります。 

「

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
柱
と
し
た
領
域

「

粒
子
」

を
柱
と
し
た
領
域

「

生
命
」

を
柱
と
し
た
領
域

「

地
球
」

を
柱
と
し
た
領
域

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１（２） ▽

２（２） ○

３（２） ▽

問題形式

モデルを使った実験において，変え
る条件と変えない条件を制御した実
験を計画できるかどうかをみる

領域等

継続的に記録した空の様子を撮影し
た画像と百葉箱の観測データを天気
図に関連付けて，天気の変化を分析
して解釈できるかどうかをみる

設
問
番
号

設問の概要 出題の趣旨

四
日
市
市
の
状
況

タッチパネルの反応に水が関係しているかを調べるため
に，変える条件と変えない条件を適切に設定した実験操作
の組合せを選択する

気圧，気温，湿度の変化をグラフから読み取り，雲の種類
の変化と関連付けて，適切な天気図を選択する

水素を燃料として使うしくみの例の水の質量の変化につい
て，適切なものを選択する

水を電気分解して発生させた水素を
燃料として使う仕組みを探究する学
習場面において，粒子の保存性の視
点から化学変化に関わる水の質量が
変化しないことを，分析して解釈で
きるかどうかをみる

設
問
数

四日市市 全国

「エネルギー」を
柱とする領域 6 41.5 41.9

「粒子」を柱とす
る領域 5 49.8 50.9

「生命」を柱とす
る領域 5 57.5 57.9

「地球」を柱とす
る領域 6 44.4 44.3

全体 22 49 49.3

領域等
理科

設
問
数

四日市市 全国

選択式 15 49.1 49.6

短答式 1 23.1 24.8

記述式 5 53.8 53.5

全体 21 49 49.3

問題形式
理科
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３ 自分の文章のよいところを見付けて書く 

設問二：文章全体の構成に着目して文章を整えたり、文章に対 

する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付け 

たりすることができるかどうかをみる。  

島谷さんが、川口さんと書いた文章の感想を伝え合い、それを 

もとに、自分の文章のよさを振り返り、書く問題です。 

正しい解答は、以下の条件を満たしているものです。 

 （正答の条件） 

① 【文章 2】のよさについて以下のことを書いている。 

 a 聞いたことや経験したことをもとにしていること 

b 最後の段落にがんばりたいことを具体的に書いていること 

c a、b 以外のこと 

② 【文章 2】から言葉や文を取り上げて書いている。 

③ 60 字以上、100 字以内で書いている。 

＜結果や課題について＞ 

自分の文章のよいところを見付けるためには、文章全体の構成や展開が明確になって

いるかなどの観点から、具体的に感想を伝え合うことが大切です。本設問では、【文章 2】から言葉や文

を取り上げてよさを書くことが求められていますが、２９．６％が上記の①を満たすことができず誤答

でした。この中には、【伝え合いの様子の一部】の内容を踏まえずに、【文章 2】だけを見て、何がよさ

かを考えずに、字数に合わせて語や文を書き写すことにとどまっていた児童がいたと考えられます。 

＜指導改善のポイントについて＞ 

教師が、何をどのように書かせたいのか、目指す姿のイメージをもって指導し、それを児童が自分で

書けたと判断できるように指導していくことが大切です。 

（１） 感想や意見を書いたり伝え合わせたりするときに、目的や意図を明確にする 

  書いた文章を伝え合う際、児童がどの観点で感想や意見を述べるとよいか分かることが大切です。

書かれた文章が、目的や意図に応じた文章の構成や展開になっているか、内容や表現に一貫性がある

か、事実と感想、意見とが区別して書かれているかなどを自分で判断することができると、よさを見

つけやすくなります。 

（２） 教師が問いかけ、児童が文章のよさを自覚できるよう促す 

  児童によっては、自分の文章のよさを自覚できておらず、それを伝えられないことがあります。そ

のときに教師が、「どうして、その言葉をはじめに書いたの。」「どうしてそう書いたの。」「自分の文章

で気に入っているところはどこ。」など、文章のよさに気付かせる問いかけをして児童から引き出した

り、その発言に価値づけをしたりすることで、気付かせていくことが大切です。 

（３） 伝え合う経験を積み重ねていく 

  様々な観点で互いの書いた文章を読み合い、感想や意見を伝え合う経験をさせることで、気付きが

生まれます。経験を重ねることで、「文章のよさ」の具体的なイメージがふくらみます。文章を推敲す

るときにも、目的や意図に応じた観点で書かれているか、自分で書いた文章を見直すことができます。 

小学校国語 伝え合う経験を重ね、教師の意図した書く力の指導を！ 

４ 今後の授業改善のポイントについて 
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伴って変わる二つの数量の比例の関係を用いて，未知の数量の求め方を

表現すること 

 

 

 

２ 二つの数量の関係について考察すること 

 

 

 

 本設問（４）は、比例の関係であることをもとに、飲み物の量の求め方を記述して答える問題でした。 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果や課題について＞ 

全国平均よりも 2％低いという結果でした。解答類型から以下の課題が分かります。 

＜指導改善のポイントについて＞ 

答えの求め方を考えるとき、子どもたちは図や式を用いて考えますが、問題を解けたことに満足してし

まう傾向があります。記述において、答えを導き出すまでの過程を筋道立てて書くことが大切です。 

順序立てて書く時間を確保する 

課題に対して子どもたちがそれぞれの考え方を出し合い、その求め方を共有していきます。その

際、図と式をつなげたり、式の数の意味について尋ねたりすることが大切になります。そうすること

で、より深く理解することにつながります。ここで大切なこととして、子どもたちの見出した考え方

や求め方を活用して、教師が解答の例を示していくことが必要です。つまり、子どもたちから出され

た考え方や求め方を相手にわかりやすく伝えるために、「どのような図や式、情報が必要で、どのよ

うな順序で書けばよいのか」ということを授業の中で指導者が整理しながら示していき、それらを子

どもたちに書かせる時間を確保することで、筋道立てて書くことの良さを実感することができます。 

今回の学力・学習状況調査では、右図のような問題が出されていま

す。この問題の正答率は約２０％でした。この結果の要因の 1 つとし

て、割合として表される数量に関わる生活経験が足りないことが考え

られます。 

そこで、割合の学習の際、数や式を日常の具体的な場面に関連付け

て理解できるような課題を設定し、実際に体験させることで、題意の

理解につながると考えられます。 

小学校算数 答えを導き出すまでのプロセスを大切にしよう！ 

筋道立てて考えることが苦手 

正答例にある①と②のどちらかしか書かれていない割合・・・・・・２４．７％ 

答えを求めることはできていますが、その答えをどのように導き出したのかということを相手に

わかるように筋道立てて表現することが苦手です。 

【正答】 

①180mL が 30mL の 6 倍であ

ることを求める式や言葉 

②果汁の量が 6 倍になることを用

いて、果汁の量が 180mL のとき

の飲み物の量を求める式や言葉 
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４ （４）鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は、何が変化したものかを書く 

  よしこさんは、インターネットを使って、各地の友達から朝の様子の写真を 

送ってもらいましたが、その中で２枚の写真が気になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よしこさんは、２つの現象を調べて、次のようにまとめました。いいいいいに当てはまる言葉を書き

ましょう。 

 

 

 

 

 

＜出題の趣旨＞ 

鉄棒に付着していた水てきと氷の粒の異なる２つの現象を対象として、鉄棒に付着していた水滴と

氷の粒は、何が変化したものなのかについて問うものです。水は水蒸気になって空気中に含まれている

ことを理解していることが求められています。 

 

＜指導改善のポイントについて＞ 

本設問にあるように、生きて働く知識を習得するためには、主体的な問題解決を通して知識を習得す

ることや、知識を概念的に理解することが大切です。そのため、本設問では、習得した知識を、次の学

習や生活などに生かすことができるようにすることや、科学的な言葉や概念を理解して説明できるよ

うにすることの重要性について意識して授業を改善することを意図しています。 

指導に当たっては、問題解決を通して取得した知識を活用して、学習の成果を日常生活との関わり

の中で捉え直す場面を設定することが大切です。 

例えば、水の状態変化について問題を見いだし、問題を解決する中で習得した知識を活用して、冷た

いコップに付着した水滴について、タブレット端末等で動画や写真などを示し、指さしたり線で囲んだ

りしながら、「コップの外側についた水滴は、空気中の水蒸気がコップの表面で冷やされて液体の水に

なったものと考えられます。しばらくすると水滴が消えたのは、水が蒸発して水蒸気になり、見えなく

なったということが考えられます。沸騰しなくても蒸発するのが不思議だと思いました。」などと捉え

直し、理解を深める学習活動が考えられます。 

小学校理科 
日常生活との関わりの中で捉え直す場面を設定しよう 

 朝、鉄棒に、水てきや氷がついていた。気温が下がり、空気中のいいいいいが冷やされて、水て

きや、水てきになったあと氷になる現象が見られた。左の写真は「つゆ」、右の写真は「とうろ」

というらしい。気温のちがいによって、異なる現象が起こることがわかった。 
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２ 意見文を書く  

設問三：自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確に

して書くことができるかどうかをみる。  

 本設問は、小林さんが書いた【意見文の下書き】に対し、友達

からの【コメントの一部】を踏まえて、小林さんが再度書き直す

場面が設定されています。書き直す際、【農林水産省のウェブペー

ジにある資料の一部】から必要な情報を引用し、どのように意見

文に書き加えればよいかを問う問題になっています。 

正しい解答は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果や課題について＞ 

自分の考えが伝わる文章を書くには、根拠を明確にすることが大切であり、根拠を文章の中に記述する

必要があることを理解して書く必要があります。本問では、考えの根拠が明確になるように資料から必要

な情報を引用して意見文の一部を書くことが求められていますが、正答率は 4５．６％であり、情報を取

り出して書くことは身に付いてきている一方で、根拠を明確にするための適切な引用の仕方の理解につ

いては課題があると考えられます。 

＜指導改善のポイントについて＞ 

（１） 「根拠を明確にして書く」ための指導 

 根拠を明確にするためには、まず、自分の考えが確かな事実や事柄に基づいたものであるかを確かめる

ことが必要になります。その上で、自分の思いや考えを繰り返すだけではなく、根拠となる複数の事例や

専門的な立場からの知見や出典の示し方の知識を生かして書くことができるように指導することが大切

になります。引用の仕方に関しては、小学校第 3 学年及び第 4 学年、中学校第 1 学年での扱いとなるた

め、対象学年でしっかりとおさえ、各学年で活用できるようにする必要があります。また、根拠となるも

のを単に引用するだけでなく、「根拠としてふさわしいか。」、「引用した箇所が前後の内容と適切につなが

っているか。」など、書いた文章を見直すときの観点を示しておくことも、よりよい文章を書くことにつ

ながります。 

（２） 読み手の意見を取り入れた文章の改善 

分かりやすい文章にするためには、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章のよい点や改善点を

見いだすことも大切です。ペアやグループ等を活用して文章を読み合い、書き手の目的と意図を理解した

上で、単なる印象ではなく、具体的な記述を取り上げて文章に対する助言などができるように指導するこ

とが必要になります。その際には、まずクラス全体で 1 つの文章を取り上げ、それに対してどのような

助言をするとよいかモデルを見せてから、ペアやグループで取り組む方法もあります。 

考えの根拠が明確になるような書き方を身につけよう！ 

〇（例えば、）農林水産省のウェブページにある資料には、作業の自動化

以外に「情報共有の簡易化」と「データの活用」が示されている。 

〇（例えば、）農林水産省の資料によると、「作業の記録をデジタル化・

自動化し、熟練者でなくても生産活動の主体になることが可能に」なっ

たり、「農作物の生育や病虫害を予測し、高度な農業経営が可能に」なっ

たりすることが示されている。 

中学校国語 
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６ (2)目的に応じて式を変形したり、その意味   (3)結論が成り立つための前提を考え、新たな  

を読み取ったりして、事柄が成り立つ理     事柄を見いだし、説明すること 

由を説明すること                                 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出題の趣旨＞ 

   数に関する事象を考察する場面で、成り立ちそうな事柄を予想し、予想を確かめ、事柄が成り立つ

理由について筋道を立てて考え、説明すること、さらに、解決の過程や結果を振り返り、問題の条件

を変えるなどして、統合的・発展的に考察することができるかどうかを解答として求めました。 

＜指導改善のポイントについて＞ 

 第２学年の『Ｄ 数と式』の内容です。数学の事象から問題を見いだし、数学的活動を通した問題

解決する中で、文字を用いた式を具体的な場面で活用することがねらいです。 

そのねらいを達成するために、次の２点の学習場面を授業の中に設定をすることが重要です。 

① 数の性質を帰納的に予想し、文字式を用いた説明の構想を立てる場面 

② 解決された問題の説明を振り返り、統合的・発展的に考察する場面 

 

【ポイント① 子どもたちが『構想を立て』説明する学習】 

(1)具体的な数を用いて帰納的に類推し、成り立つ性質を予想する。 

(2)分かっていることを「仮定」、説明すべきことを「結論」として、書き出し整理する。 

(3)結論を導くために必要な文字式を考え、式変形の見通しを立てる。 

【ポイント② 問題を発展させ、新たな性質を見いだし説明する学習】 

(1)他の考えとの共通点や相違点などから、問題の条件を変更して新たな性質を見いだす。 

(2)前提部分を類推する中で特徴を見いだし、新たな性質を「○○は△△になる。」と示す。 

(3)他の説明を聞き、説明の不足を補ったり、簡潔な説明で表現したりする。 

②差が４である２つの偶数の和は、４の倍数
になる。 

①同じ２つの偶数の和は、４の倍数になる。 

成り立つ事柄を予想するため、具体的な数
を用いて調べる。 
 
 

中学校数学 

６ (2)の正答率 
本市平均  ４９．５％

（全国平均  ４８．７％） 

構想を立てる学習 

（予想） 

（結論） 

「４の倍数」であることを説明するためには、
式を「４×（自然数）」の形にすればよい。 

（類推） 

（見通し） 

（仮定） 

４の倍数になる。 

（結論） 

ｎを整数とすると、小さい方の偶数は２ｎ、
大きい方の偶数は２ｎ＋４と表せる。 

（条件を変更） 

（新たな性質） 

６ (3)の正答率 
本市平均  ３５．５％

（全国平均  ３７．６％） 

前提条件を変更する学習 

（説明） 

2＋2＝ 4   4＋ 4＝ 8  6＋ 6＝12 
2＋4＝ 6   4＋ 6＝10   6＋ 8＝14 
2＋6＝ 8   4＋ 8＝12   6＋10＝16 
2＋8＝10   4＋10＝14  6＋12＝18 

 系統的な学び  

２年「文字式の利用」で学んだ考え方は、

３年「式の計算の利用」につながります。 

構想を立てて説明し、統合的・発展的に考察する力の育成 
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３ 水素の利用について科学的に探究する学習場面において、化学変化に関する知識及び技能を活用で

きるかどうかをみる 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指導改善のポイントについて＞ 

○ 原子や分子のモデルを基に、化学変化を化学反応式で表すことができるようにする 

化学変化を原子や分子のモデルで捉えることで、化学変化に関係する原子や分子の種類や数に関す

ることを可視化して理解することが考えられます。その際、原子や分子のモデルを基に、化学変化を化

学反応式で表す活動を通して、粒子のモデルで表す有用性を実感できるようにすることが大切です。 

○ 化学変化を粒子の保存性に着目し、分析して解釈できるようにする 

水の電気分解などの化学変化を原子や分子のモデルで表す学習場面を設定し、化学変化に関係する

原子の種類や数が変化しないことに気づくようにすることが考えられます。その際、原子や分子のモデ

ルで表した複数の化学変化を比較し、粒子の保存性に気づくようにすることが重要です。 

知識・技能を関連付け、分析して解釈できるようにしよう 
中学校理科 

＜出題の趣旨＞ 

東京オリンピック・パラリンピックで聖火の燃料に水素が

使われたことから、水素を燃料として使うしくみの例につい

て科学的に探究する学習場面を設定しました。理科では、身

に付けた知識及び技能を分野や領域を横断して関連付け、身

近な事象を多面的、総合的に捉えることが大切です。 

授業では、身近な事象として水素を燃料として使うしくみ

の例を取り上げた学習場面を設定するなど、化学変化に関す

る知識及び技能と、「エネルギー」を柱とする領域の知識及び

技能とを関連付けて、科学的に探究することも考えられます。 
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◇肯定的回答（上記１と２の合計）が、全国の結果を上回っている質問 

＜小中とも＞ 
・ 国語の勉強は大切だと思いますか。 

・ 国語の授業の内容はよく分かりますか。 

・ 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと 

思いますか。 

・ 算数・数学の勉強は好きですか。 

・ 算数・数学の勉強は大切だと思いますか。 

・ 算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

・ 理科の勉強は大切だと思いますか。 

・ 理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 
   

 （例）毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか               
小学校２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ 数値の合計は１００にならない場合がある。 
※ 回答方法の記載がないグラフの表示は以下のとおりである。 

 ※ 肯定回答は１を選択、肯定的回答は１・２を選択した場合を表す。 
  

 
 

 
 

 

（１）教科の意識に関する質問 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 児童生徒質問紙の結果について 

左から 
１・２・３・４
の回答を表す。 

【グラフの見方】 

令和４年度 
全国の回答状況 

質問紙の質問番号 

◆肯定的回答（上記１と２の合計）が、全国の結果を下回っている質問 

＜小中とも＞ 
・ 国語の勉強は好きですか。 

・ 理科の勉強は好きですか。 

１      ２             ３              ４ 
当てはまる    どちらかといえば、当てはまる    どちらかといえば、当てはまらない    当てはまらない 

   そう思う     どちらかといえば、そう思う     どちらかといえば、そう思う       そう思わない 

本市の年度別の 
回答状況 
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○ 国語の勉強は好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国語の勉強は大切だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国語の授業の内容はよく分かりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校４９ 中学校４９ 

小学校５０ 中学校５０ 

小学校５２ 中学校５２ 

小学校５１ 中学校５１ 
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○ 算数・数学の勉強は好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 算数・数学の勉強は大切だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校５３ 中学校５３ 

小学校５５ 中学校５５ 

小学校５６ 

小学校５４ 中学校５４ 

中学校５６ 
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○ 理科の勉強は好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 理科の勉強は大切だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 理科の授業の内容はよく分かりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校６１ 中学校６１ 

小学校６２ 中学校６２ 

小学校６５ 中学校６５ 

小学校６３ 中学校６３ 
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＜考察＞ 

○ 本項「教科の意識に関する質問」については、ほとんどの質問において、本市の

肯定的回答の割合が全国平均を上回っていました。 

    「国語、算数・数学、理科の勉強は大切だと思いますか」「国語、算数・数学、理

科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか」の質

問は、ともに全国平均を上回っていました。学習指導要領では、児童生徒が知識や

技能を習得したり、思考力、判断力、表現力等を養ったり、新たな学びに向かった

りするだけではなく、学びを人生や社会に生かそうとしたりする力を高めていくこ

とが大切だと示されています。そのためにも、各教科の勉強の大切さを実感し、日

常生活や社会に生かそうとする態度を育成していくことが大切だと考えます。 

○ 「国語の授業の内容はよく分かりますか」については、小学校で全国平均を０.９

ポイント、中学校で全国平均を２.６ポイント上回っていました。「数学の授業の内

容はよく分かりますか」については、中学校で全国平均を３.３ポイント上回ってい

ました。「理科の授業の内容はよく分かりますか」については、中学校で全国平均を

１.４ポイント上回っていました。本市の生徒は、毎日の授業において「わかる・で

きる」といった思いを積み重ねて学んでいることが分かります。小学校の算数・理

科の授業においては、「わかる」と実感できる授業改善をしていく必要があると考え

ています。 

○ 「算数・数学の勉強は好きですか」という質問については、全国平均を上回って

いましたが、「国語、理科の勉強は好きですか」という質問については、全国平均を

下回っていました。今後は、「主体的・対話的で深い学び」の視点から、教科の本質

的なおもしろさに迫る授業改善を推進するともに、コロナ禍においてもＩＣＴ機器

等を効果的に活用することで、子どもたちの「分かる・できる」思いを積み重ねて

いくと考えられます。 
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◇肯定的回答（上記１と２の合計）が、全国の結果を上回っている質問 

＜小中とも＞ 
・ ５年生まで（１・２年生のとき）に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組んでいたと思いますか。 

＜中のみ＞ 
・ 学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げた

りすることができていますか。 

・ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 

・ 自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか。 

・ あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見の

よさを生かして解決方法を決めていますか。 

（２）「学習の基盤となる力」に関する質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜「言語能力」に関わって＞ 

○ ５年生までに受けた授業で（１、２年生のときに受けた授業で）、

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、

資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校３８ 中学校３８ 

◆肯定的回答（上記１と２の合計）が、全国の結果を下回っている質問 

＜小中とも＞ 
・ ５年生までに受けた授業で（１、２年生のときに受けた授業で）、自分の考えを発表す

る機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して

発表していましたか。 

・ 「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこと

を発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。 

・ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 
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○ 学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたり

することができていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

＜「情報活用能力」に関わって＞ 

○ 「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調

べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。 

 

 

 

 

 

 

○ 学校で、授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程

度使っていますか。（左から、ほぼ毎日、週３回以上、週１回以上、月１回以上） 

 

 

 

 

○ 学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、

どの程度使っていますか。（左から、ほぼ毎日、週３回以上、週１回以上、月１回以上） 

 

 

 

小学校４３ 中学校４３ 

小学校１７ 中学校１７ 

小学校４５ 中学校４５ 

小学校３４ 中学校３４ 

小学校３３ 中学校３３ 
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＜「問題発見・解決能力」に関わって＞ 

○ 自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

○ ５年生まで（１・２年生のとき）に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組んでいたと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよ

さを生かして解決方法を決めていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校１０ 中学校１０ 

中学校４６ 

小学校３９ 中学校３９ 

小学校１１ 中学校１１ 

小学校４６ 
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＜考察＞ 

○ 「学力」と言われると、「漢字が読める・書ける」や「面積を求めることができる」 

など各教科の「知識及び技能」をイメージすることが多いと思います。しかし、子ども

たちが変化の激しい社会を豊かに生きていくためには、各教科等において示されている

資質・能力だけでなく、教科の枠を超えた力の育成が必要だと言われています。 

本項で挙げている「言語能力」「情報活用能力」「問題発見・解決能力」は、「学習の基

盤となる力」として、すべての教科等において教科横断的に育成していく資質・能力に

なります。 

○ 「言語能力」については、今後も、新教育プログラム柱１で取り組んでいる「読解力

向上の『２０の観点』」等を活用するとともに、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や

文章、話の組立てなどを工夫して発表できるよう、発達段階に応じた言語活動を充実さ

せて、児童生徒の資質・能力を育んでいきます。 

○ 「情報活用能力」については、「総合的な学習の時間」を中心に、様々な教科の学習で

育んでいく必要があります。今後も教科の特質に応じて情報を活用する場面を設定し、

ＩＣＴ機器の活用能力とともに高めていきます。 

○ 「問題発見・解決能力」については、これまでも「四日市モデル」（問題解決能力向上

のための５つのプロセス）等を意識して、各教科等の授業の中で大切に育てています。

現在は、新型コロナウイルス感染症対策の中で、問題解決的な授業設定が難しい内容も

ありますが、小中学校ともに、「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んで

いたと思いますか。」の質問では全国平均を上回っており、今後も継続して授業改善を

進めていきます。 
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（３）学校生活等の意識に関する質問 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学校に行くのは楽しいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 人が困っているときは、進んで助けていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 友達と協力するのは楽しいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

小学校１２ 

中学校１６ 

中学校１２ 

小学校１６ 

小学校１８ 中学校１８ 

◇肯定的回答が、全国の結果を上回っている質問 

＜小中とも＞ 
・ 人が困っているときは、進んで助けていますか。 

＜中のみ＞ 

・ 学校に行くのは楽しいと思いますか。 

・ 友達と協力するのは楽しいと思いますか。 

・ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 
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○ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校１５ 中学校１５ 

＜考察＞ 

 ○ 「学校に行くのは楽しいと思いますか」「友達と協力するのは楽しいと思いますか」

という質問については、中学校では肯定的回答の割合が全国平均を上回っていまし

た。友達と協力し何かをやり遂げたり、ともに課題を解決したりしてきた経験が結

果につながっているものと考えています。 

小学校においては全国平均を少し下回っており、新型コロナウイルス感染症によ

る教育活動の制限等が影響している可能性は否定できません。友達と関わり合う活

動については、一定の制限がかかっていますが、これからも友達と協力する活動に

ついては、学校教育の中で大切にしていきたいと考えています。 

今後も、肯定的回答を１００％に近づけていくために、日々の授業を充実させた

り、仲間づくりの取り組みを積み重ねたりしていく必要があると考えています。 

○ 「人が困っているときは、進んで助けていますか」の質問は、ともに全国平均を

上回っていました。本市の子どもたちは、学校におけて様々な友達や先生と関わり

合う中で、このような意識を育てていっていることが考えられます。 

  今後も、各学校において、教育活動全体を通して児童生徒の自己肯定感等を高め

ることで、自分だけでなく周りを気遣える子どもを育てていきます。 

○ 「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の質問については、中学校では全

国平均を上回っており、小学校では、全国平均と同等でした。教育活動等を通じて、

子どもたちに「何のために学ぶのか」「学んだことが社会とどうつながるのか」とい

うことを考えさせ、自分の将来に夢や志を持てるよう、各校にて取り組んでいきま

す。 
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（４）新教育プログラム（①②⑤）と関連する質問 

 

 

 

 

 

 

                               ※ 左：小学校 右：中学校 

 

○ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすること

ができていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自

分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していました

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、各教科などで学んだことを生かし

ながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか。 

 

 

 

伝える 

書く 

話す・聞く 
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○ 算数・数学の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにしていますか。 

 

 

 

 

 

○ 算数・数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考えますか。 

 

 

 

 

○ 学校で、自分の考えをまとめ、発表する場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、

どの程度使っていますか。（左から、ほぼ毎日、週３回以上、週１回以上、月１回以上） 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分には、よいところがあると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 将来の夢や目標を持っていますか。 
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○ 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

○ 算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 
 

正 
答 
率 

【グラフの見方】 

（５）生活習慣と学力の関連（クロス集計） 
 

（例）毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 
 
 
 
 
 

当てはまる  どちらかといえば、どちらかといえば 当てはまらない、 
       当てはまる    当てはまらない 

○ 朝食を毎日食べていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

○ 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。 
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○ 普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲー

ム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

左から 4 時間以上 3 時間以上、4 時間より少ない 2 時間以上、3 時間より少ない 1 時間以上、2 時間より少ない 1 時間より少ない 全くしない 

 
○ 普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンでＳＮ

Ｓや動画視聴などをしますか。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左から 4時間以上 3時間以上、4時間より少ない 2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない 

   30 分以上、1時間より少ない 30 分より少ない 携帯電話やスマートフォンを持っていない 

＜考察＞ 

 ○ 以上の結果から、生活習慣に関わる各質問について、学力との相関関係は高いことが

分かります。今後も、睡眠や朝食、スマートフォン等によるゲームや動画視聴時間など、

基本的な生活習慣を整えていくように指導することが大切です。 
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（１）全国学力・学習状況調査問題の活用 
 すべての質問において、小中学校ともに肯定的回答が１００％となっております。各学

校で自校の結果を分析し、学校全体で教育活動を改善するために活用したり、指導計画等

へ反映させたりしていることがわかります。 
また、自校の結果を保護者や地域に対して公表し、今後の改善方針を明らかにし、取り

組んでいる姿勢が見られます。 
※肯定的な回答をした割合 

 
 

（２）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する 
取組状況 
小中学校のほとんどの質問において、全国平均と比較して高い割合を示していることが

わかります。 

「学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを相手にしっかりと伝えること

ができていると思いますか。」の質問では、全国平均と小学校は同等、中学校は少し下回

っており、学校が相手に伝えることの重要性を認識しているとともに、児童生徒の課題に

感じていることがわかります。 

  一方、「多様な考えを引き出したり思考を深めたりすること」「探究の学習過程を見通し

た指導方法の改善工夫」「各教科等で身に付けたことを課題解決に生かす機会の設定」「地

域や社会問題を題材とした学習」等は、小中学校ともに全国平均を大きく上回っており、

「四日市モデル」（問題解決能力向上のための５つのプロセス）等を学校全体で意識して

取り組んでいることがわかります。 

 

 

 

 

本市 全国 本市 全国

令和３年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，調査対象
学年・教科だけではなく，学校全体で教育活動を改善するために活用し
ましたか

100.0 95.9 100.0 92.7

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調
査の結果と併せて分析し，具体的な教育指導の改善や指導計画等への
反映を行っていますか

100.0 91.7 100.0 88.5

令和３年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や
地域の人たちに対して公表や説明をどの程度行いましたか（学校のホー
ムページや学校だよりなどへの掲載，保護者会等での説明を含む）

100.0 86.2 100.0 80.6

調査項目
小 中

６ 学校質問紙の結果について 
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本市 全国 本市 全国

調査対象学年の児童生徒は，授業では，課題の解決に向けて，自分で
考え，自分から取り組むことができていると思いますか

91.9 87.2 90.9 87.9

調査対象学年の児童生徒は，授業において，自らの考えがうまく伝わる
よう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して，発言や発表を行うことが
できていると思いますか

89.2 75.1 86.4 80.7

調査対象学年の児童生徒は，学級やグループでの話合いなどの活動
で，自分の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか

83.8 83.8 86.3 87.3

調査対象学年の児童生徒は，学級やグループでの話合いなどの活動
で，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思いますか

91.9 80.9 100.0 86.2

調査対象学年の児童生徒は，学級やグループでの話合いなどの活動
で，相手の考えを最後まで聞くことができていると思いますか

91.9 90.7 100.0 96.0

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，授業において，児童
生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導
をしましたか

97.3 96.8 100.0 97.1

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，授業において，児童
生徒自ら学級やグループで課題を設定し，その解決に向けて話し合い，
まとめ，表現するなどの学習活動を取り入れましたか

83.8 89.8 90.9 87.0

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，習得・活用及び探究
の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか

97.3 88.0 95.5 88.2

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，各教科等で身に付
けたことを，様々な課題の解決に生かすことができるような機会を設けま
したか

97.3 83.4 95.5 76.6

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，教科等の指導に当
たって，地域や社会で起こっている問題や出来事を学習の題材として取
り扱いましたか

97.2 82.6 100.0 80.4

調査項目
小 中
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（３）個に応じた指導 

すべての質問において、小中学校ともに全国平均を大きく上回っております。学校が、

「確かな学力の定着」にこだわり、少人数やティームティーチングによる教育効果の高ま

りを実感することによって、これらの指導の実施が高まっていると考えます。実施を高め

るとともに、ねらいと方向性を明確にし、学習の質を高めていきます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）小学校教育と中学校教育の連携 

すべての質問において、小中学校ともに全国平均を大きく上回っております。指導方法

や指導体制を共有し、段差のないなめらかな接続を図るために、就学前から小中学校が連

携を密にし、一貫性、連続性のある指導を行い、学びの一体化の取組が推進されているこ

とがわかります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市 全国 本市 全国

調査対象学年の児童生徒に対する算数・数学の指導として，前年度に，
算数・数学の授業における少人数による指導を行いましたか

64.8 28.8 31.8 26.2

調査対象学年の児童生徒に対する算数・数学の指導として，前年度に，
算数・数学の授業における習熟度に応じた指導を行いましたか

45.9 22.4 27.2 20.5

調査対象学年の児童生徒に対する算数・数学の指導として，前年度に算
数・数学の授業におけるティーム・ティーチングによる指導を行いましたか

37.8 24.9 45.4 29.0

調査項目
小 中

本市 全国 本市 全国

前年度までに，近隣等の小中学校と，教科の教育課程の接続や教科に
関する共通の目標設定等，教育課程に関する共通の取組を行いました
か

94.6 52.7 95.4 61.1

前年度までに，近隣等の小中学校と，授業研究を行うなど，合同で研修
を行いましたか

81.0 48.2 86.4 58.0

令和３年度の全国学力・学習状況調査の分析結果について，近隣等の
小中学校と成果や課題を共有しましたか

81.0 44.5 95.4 47.6

調査項目
小 中
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（５）ＩＣＴの活用 

小中学校すべての質問において、全国平均を上回っています。今後も、すべての教科等

の授業の際に効果的に活用するとともに、児童生徒に対しても、自らの学習を支えるツー

ルとして活用できる力を育てていきます。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市 全国 本市 全国

前年度に，教員が大型提示装置等（プロジェクター，電子黒板等）のＩＣＴ
機器を活用した授業を１クラス当たりどの程度行いましたか（週３回以上
の数値）

97.3 86.2 100.0 87.7

教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使い方を学ぶために必要な研修機
会がありますか

100.0 94.7 100.0 90.8

コンピュータなどのＩＣＴ機器の活用に関して，学校に十分な知識をもった
専門スタッフ（教員は除く）がいるなど技術的にサポートできる体制があり
ますか

94.6 69.3 100.0 69.3

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，一人一人に配備され
たＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を，授業でどの程度活用しましたか（週３
回以上の数値）

94.6 85.1 95.5 81.2

調査対象学年の児童生徒が自分で調べる場面（ウェブブラウザによるイ
ンターネット検索等）では，児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレッ
トなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させていますか（週３回以上の数値）

67.5 61.9 68.2 56.2

調査対象学年の児童生徒が自分の考えをまとめ，発表・表現する場面で
は，児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をどの
程度使用させていますか（週３回以上の数値）

54.0 39.9 63.6 41.7

教職員と調査対象学年の児童生徒がやりとりする場面では，児童生徒一
人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させて
いますか（週３回以上の数値）

51.3 45.4 72.8 44.1

調査対象学年の児童生徒同士がやりとりする場面では，児童生徒一人
一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させてい
ますか（週３回以上の数値）

43.2 31.3 54.6 27.8

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って，
児童生徒が学校外の施設（他の学校や社会教育施設，民間企業等）に
いる人々とやりとりする取組をどの程度実施しましたか（月１回以上の数
値）

5.4 3.8 4.5 3.6

教職員と家庭との間で連絡を取り合う場面で，コンピュータなどのＩＣＴ機
器をどの程度活用していますか（肯定的回答の数値）

51.3 50.3 59.1 49.4

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの端末を，どの程度
家庭で利用できるようにしていますか（毎日持ち帰った数値）

29.7 27.4 40.9 31.6

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器について，
家庭におけるオンラインを活用した学習にどの程度活用していますか（週
３回以上の数値）

13.5 12.4 27.3 14.1

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器について，
児童生徒のスタディ・ログを活用した学習状況等の確認にどの程度活用
していますか（週３回以上の数値）

24.3 13.0 31.8 9.5

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器について，
児童生徒の特性・学習進度等に応じた指導にどの程度活用していますか
（週３回以上の数値）

21.6 21.1 31.8 15.6

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器について，
不登校児童生徒に対する学習活動等の支援にどの程度活用しています
か（週３回以上の数値）

29.7 22.9 40.9 24.7

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器について，
特別な支援を要する児童生徒に対する学習活動等の支援にどの程度活
用していますか（週３回以上の数値）

37.8 30.9 36.3 27.5

調査項目
小 中
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（６）新型コロナウイルス感染症の影響 

臨時休校等においても、児童生徒の学力を保障するために、ＩＣＴ機器等を活用しなが

ら、教育活動を継続していたことがわかります。 
 
※調査項目は、令和３年度の新型コロナウイルス感染症による臨時休業中（短縮授業、

分散登校を含む）の取組に関する質問です。 
 

本市 全国 本市 全国

家庭での学習として，教科書による学習（デジタル教科書を含む）を行っ
ていましたか

97.3 36.0 95.5 33.6

家庭での学習として，学校が作成したプリントなどによる学習（電子メール
や学校のＨＰなどを活用して配信する場合を含む）を行っていましたか

94.6 41.7 95.5 39.8

家庭での学習として，教科書会社その他民間が作成したプリントなどによ
る学習（電子メールや学校のＨＰなどを活用して配信する場合を含む）を
行っていましたか

97.3 36.5 95.4 27.7

家庭での学習として，都道府県や市町村教育委員会が作成した「問題
集」「復習ノート」などの教材を活用した学習（教育委員会のＨＰで配信さ
れている場合を含む）を行っていましたか

83.7 19.2 77.2 14.3

家庭での学習として，児童生徒の自由研究や自主学習ノートなどによる
学習を行っていましたか

86.4 40.3 68.2 32.5

家庭での学習として，テレビ放送を活用した学習を行っていましたか 75.6 14.8 18.2 4.6

家庭での学習として，学校が作成した学習動画等を活用した学習を行っ
ていましたか

48.6 8.3 50.0 10.7

家庭での学習として，都道府県や市町村教育委員会が作成した学習動
画等を活用した学習を行っていましたか

81.0 11.0 77.3 8.6

家庭での学習として，公的機関や民間の音声・動画コンテンツなどを活用
した学習を行っていましたか

75.6 17.1 54.6 10.9

家庭での学習として，同時双方向型オンライン指導を通じた学習を行って
いましたか

97.3 25.5 95.5 24.8

家庭での学習として，同時双方向型オンラインによる学級活動（ホーム
ルームなど）を行っていましたか

91.9 27.8 95.5 28.4

家庭での学習として，ファイル共有機能等を活用した児童生徒による共
同編集を行っていましたか

51.3 16.5 59.1 14.3

家庭での学習として，上記以外の民間のデジタル教材を活用した学習を
行っていましたか

64.8 15.3 40.9 11.6

調査項目
小 中
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１ 全国学力・学習状況調査の活用等 

⑴ 学力調査に関わって 

〇 全教職員が問題を解くことで、出題のねらい、今後求められる力等を把握するとともに、 

調査実施後、児童・生徒の解答類型から、つまずきを把握・分析して指導の重点を明確にする。 

〇 全国の結果との比較や、経年での変化を把握することで、学校としての強み・弱みを明らかにし、全校

及び学年で、学力向上に向けた取組を進める。 

⑵ 学習状況調査に関わって 

〇 学習状況調査の結果と学校の取組と照らし合わせることで、指導の効果を検討・改善する。 

〇 学校質問紙を併せて分析することで、児童・生徒と指導者の意識のズレを把握し、指導改善につなげる。 

⑶ 「学びの一体化」と関わって 

〇 本調査で得られた強み・弱みについて、中学校区で共通理解を図り、発達段階に応じた指導方法等の連

携を図る。 

〇 家庭学習や補充学習について、従来の方法を見直すなど、さらなる改善に取り組む。 

〇 保護者への働きかけの充実を図る。 

・ 家庭学習の定着、自主学習ノートによる定着、シラバスやＨＰを活用した家庭への啓発 等 

・ 補充学習の充実、長期休業及び放課後等の学習、「全体」と「個別」の補充学習の検討 等 

・ 課題について調べ自分の考えをまとめるなど、知識・技能の活用を目指す宿題 等 

 

２ 「問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック２」を活用した授業改善 

 ポイント① 新学習指導要領の趣旨を踏まえ、各教科・単元・授業において育成する資質・能力を明

確にする。 

 ポイント② 子どもたちが主体的・対話的に学ぶ視点を大切にし、単元・授業を構想する。 

 ⑴ 第１プロセス「問題の理解」 

〇 学習課題等の設定により、児童生徒の問題意識や解決しようとする意欲を喚起させる。 

【学習課題等の提示】 

  ・身に迫った切実感のある課題を提示するなど、児童生徒が考えざるを得ない状況をつくる。 

   ・「～を活用して」など知識や技能の活用や、「ペアで～しよう」など協働的な学びを促す。 

   ・「なぜ？」と根拠や原因を考えさせたり、「～を説明しよう」などアウトプットを意識させたりする。 

・実生活、実社会などにつながる学習課題や問題等を工夫する。 

〇 学習課題等と合わせた「授業のゴール」を子どもの姿として設定する。【評価規準の明確化】  

 ⑵ 第２プロセス「問題の特徴づけと表現」 

〇 問題意識等を大切にしながら、解決するための糸口がつかめるように支援する。【問題解決の見通し】 

〇 見通しを持たせる場面において、ＩＣＴ機器を効果的に活用する。【指導者のＩＣＴ機器の活用】 

 ⑶ 第３プロセス「問題の解決」 

〇 ねらいに合わせた主活動（言語活動等）を設定する。【主活動の時間確保と言語活動の充実】 

〇 児童生徒の問題意識等に合わせて、自力解決をしたり、互いの考えを交流したりすることができるよう

７ 今後の取組の重点 
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にする。【個の問題意識に合わせた解決（学び合いを含む）】 

〇 児童生徒のつまずきとそれに合わせた支援を準備する。【つまずきへの適切な支援】 

〇 児童生徒がＩＣＴ機器や思考ツール等を活用できるようにする。【児童生徒のＩＣＴ機器等の活用】 

  ⑷ 第４プロセス「解決方法の共有」 

〇 児童生徒が自分の考えを説明したり、資料等を提示して根拠を示したりするような学習活動の充実を図

る。【アウトプットする場の設定】 

⑸ 第５プロセス「問題の熟考と発展」 

〇 授業のねらいや学習活動を踏まえ、児童生徒自身が「何を学んだのか」、「何ができるようになったのか」

を実感できる振り返りを行う。【学習の振り返り】 

〇 他の単元へのつながりや教科横断的な視点、さらに日常生活への活用を意識する。 

【実社会・実生活につながる汎用的能力の視点】 

３ 「学習の基盤となる資質・能力」の育成 

各学校においては、教科等の目標や内容を見通し、学習の基盤となる資質・能力（言語能力、情報活用能力、

問題発見・解決能力等）について、教科横断的な学習を充実させることで、その資質・能力の涵養を図る。 

言語能力 

○言葉の働きや役割に関する理解、言葉の特徴やきまりに関する理解と使い分け、言葉の

使い方に関する理解と使い分け、言語文化に関する理解等 

○情報を理解したり、文章や発話により表現したりするための力 

・創造的・論理的思考の側面      ・感性・情緒の側面 

・他者とのコミュニケーションの側面 

○言葉を通じて、社会や文化を創造しようとする態度、自分のものの見方や考え方を広げ

深めようとする態度、集団としての考えを発展・深化させようとする態度、心を豊かに

しようとする態度等 

情報活用能力 

○学習活動において必要に応じて情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比

較したり、得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有し

たりすることができる力 

○情報手段の基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリ

ティ、統計等に関する資質・能力等 

問題発見・解決能力 
○各教科等における問題の発見・解決に必要な力、各教科等で身に付けた力を統合的に活

用する力等 

 

４ 非認知能力（社会情動的スキル）の育成 

認知能力（点数化することができる力）の土台となる「非認知  

能力」（点数化が難しい力）について、全ての教育活動を通じて涵

養を図る。非認知能力は、学びに向かう力、人間性等の育成に欠

かせない力であり、キャリア教育とも関連させて、自分が意識し

て伸ばす能力を見つけさせ、意図的・計画的・系統的に育成して

いく。 

 

四日市市における学力向上の全市的な４つの取組の充実 

【取組１】 本調査問題の活用    【取組２】 本調査趣旨等を踏まえた授業改善 

【取組３】 学習習慣の確立と学力補充の充実 【取組４】 継続的な学びへの取組 
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○ 国立教育政策研究所 
 http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 

・令和４年度全国学力・学習状況調査 解説資料               
 ・令和４年度全国学力・学習状況調査 報告書               
 ・授業アイディア例                          
 
○ 文部科学省 
 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm 
 ・小中学校学習指導要領、解説 
 ・小中学校学習指導要領等の改訂のポイント 
 ・社会に開かれた教育課程 
 ・育成すべき資質・能力の三つの柱  

https://www.mext.go.jp/content/20210329-mxt_syoto02-000012321_1.pdf 
 ・「令和の日本型学校教育」の構築を目指して 
 
○ 内閣府等 
 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html 
 ・Society 5.0 

  

○ 外務省等 
 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html 
 ・SDGs 関係資料 
 
○ 三重県教育ビジョン（三重県／三重県教育委員会） 
 
○ 小・中学校教育指導方針～生きる力 共に生きる力をはぐくむ教育～（四日市市教育委員会） 
 
○ 問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック２（四日市市教育委員会） 
 
                                         など 
 

８ 参考資料 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm
https://www.mext.go.jp/content/20210329-mxt_syoto02-000012321_1.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html

